
令 和 ５ 年 ６ 月 記 者 懇 談 会

日時 令和５年６月２９日（木）

午前１０時３０分

場所 政策会議室

（幹事社 中日）

１ 市長あいさつ

２ 市政記者クラブからの質問事項

なし

３ 市からの発表事項

（１）市長マニフェスト取組状況報告書について (企画調整課）

（２）新城市とTerra Motors（株）との包括連携協定の締結式について（環境政策課）

（３）新城ラリーの閉幕について (観光課）

（４）プレコンセプションケア（妊娠前の健康管理）講座開催について

～ライフデザインを一緒に考えませんか～ （しんしろ助産所）

４ 情報提供・資料提供

（１）第１２回ニューキャッスル・アライアンス会議の参加者について（市民自治推進課）

５ 行事予定表

次回開催日：７月２４日（月）午前１０時３０分



   

新城市 

報道機関発表資料 

令和５年６月２９日 

市長マニフェスト取組状況報告書について 

 

 市長マニフェスト「人口減少と少子高齢化の現実に負けないまちに」において

掲げられた５つの目標と３６の提案を着実に推進するため、令和４年度の目標

に対する実績値や実施した取組内容について別添のとおり作成しました。 

 

 

（進捗状況一覧）  
令和４年度 

上期 下期 

 順調 6 9 

 ほぼ順調 23 20 

 やや遅延 5 5 

 遅延 2 2 

 達成困難 0 0 

 業務見直し 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

企画部企画調整課   課長：杉浦 担当：山本 

電話：0536-23-7620 

FAX：0536-23-2002 

Eメール：kikaku@city.shinshiro.lg.jp 

 



令 和 5 年 6 月 29 日

新 城 市 長 下 江 洋 行

市長マニフェスト取組状況報告書

　今から10年前（2011年）約５万人だった新城市の人口は、10年後（2031年）約３万９千人

に、人口の59％だった生産年齢人口は48％に、28％だった高齢化率は42％になると推計されて

います。10年後に訪れる困難な現実を乗り切るためには、これまで以上に各世代間の支え合い

助け合いにより地域の絆を強め、市民の心と力を一つに結集しなければなりません。

　行政が果たすべきことは、10年後の現実に今からしっかりと向き合う準備を重ね、将来に責

任を持つ行財政運営で、市民の将来不安を取り除き、市民がふるさと新城で暮らす誇りと安心

を実感できるまちにすることです。

　人口減少と少子高齢化に負けないまちにするために、５つの目標と36の提案を実施していき

ます。

「人口減少と少子高齢化の現実に負けないまちに」

新城市の１０年後に責任を持つ！

市長マニフェストより



上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

1 将来に責任を持つ行財政改革【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

① 1 順調 順調

② 3 順調 ほぼ順調

③ 5 やや遅延 順調

④ 7 やや遅延 順調

⑤ 9 遅延 遅延

⑥ 11 ほぼ順調 ほぼ順調

⑦ 13 ほぼ順調 やや遅延

2 安心して暮らし続けられるまち【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

① 15 ほぼ順調 ほぼ順調

② 17 ほぼ順調 ほぼ順調

③ 19 やや遅延 やや遅延

④ 21 ほぼ順調 ほぼ順調

⑤ 23 やや遅延 やや遅延

⑥ 25 ほぼ順調 ほぼ順調

⑦ 27 ほぼ順調 ほぼ順調

⑧ 29 ほぼ順調 ほぼ順調

3 市民の安全を守るまち【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

① 31 ほぼ順調 順調

② 33 順調 順調

③ 35 ほぼ順調 ほぼ順調

④ 37 ほぼ順調 ほぼ順調

⑤ 39 ほぼ順調 ほぼ順調

⑥ 41 ほぼ順調 ほぼ順調

4 次世代が夢と希望を持てるまち【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

① 43 ほぼ順調 ほぼ順調

② 45 ほぼ順調 やや遅延

③ 47 ほぼ順調 ほぼ順調

④ 49 遅延 ほぼ順調

⑤ 51 ほぼ順調 やや遅延

⑥ 53 やや遅延 遅延

⑦ 55 ほぼ順調 順調

5 人が集まる元気なまち【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

① 57 順調 順調

② 59 ほぼ順調 ほぼ順調

③ 61 ほぼ順調 ほぼ順調

④ 63 ほぼ順調 ほぼ順調

⑤ 65 順調 順調

⑥ 67 ほぼ順調 ほぼ順調

⑦ 69 ほぼ順調 ほぼ順調

⑧ 71 順調 順調

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

6 9 0 0 0 0 0 0

23 20 0 0 0 0 0 0

5 5 0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

 ほぼ順調

 順調

市民病院の診療体制の維持と充実をはかります

防犯カメラの設置支援や、青パト隊等の防犯活動を拡充します

ゴミのポイ捨てや不法投棄対策を強化します

再生可能エネルギーによる自給自足電源で、災害に強いまちを創ります

防災情報の的確な伝達と避難時の支援強化をはかります

集中豪雨による洪水害予防の対策を強化します

感染症対策を考慮し、災害時における避難マニュアルを再度見直します

外国籍の方に優しい多文化共生のまちにします

買い物支援策の充実をはかります

住民の健康管理・遠隔診療・リハビリ等の取り組みを定着させます

学校給食費の負担軽減と無償化への取り組みを進めます

小中学校の少人数学級を進めます

再生可能エネルギーの普及を推進し、エネルギーの地産地消を進めます

八束穂の事業用地利用計画の道筋を示します

スマートインターチェンジの早期供用と周辺地域の振興策に取り組みます

発注や契約において地元事業者を優先します

中山間地における企業のテレワークやワーケーションを誘致します

地域資源を生かした新城ツーリズム（食・自然・歴史・スポーツ・健康・温泉）を推進します

新たな高収益作物の生産に向けた研究をします

林業従事者の定着促進と育成に取り組みます

若者の就職支援に力を入れます

 業務見直し

 達成困難

 遅延

 やや遅延

市長マニフェスト取組状況報告書（令和５年６月２９日現在）

進捗状況

障がい者、高齢者、認知症の方への支援を充実します

女性の活躍推進につながる働き方改革や子育て支援策の充実をはかります

4年度 5年度 6年度 7年度

障がい児教育や療育の充実のため、専門家会議設置の必要性を精査します

外国籍児童生徒への日本語教育を支援します

後期高齢者のＳバス利用を無償化します

新城版ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて取り組みます

健康体操など健康づくり活動を支援します

高等教育機関への進学を目指す生徒に対する奨学金制度の導入に取り組みます

デジタル化を推進します

歳出の抑制と市債の削減に取り組み、基金を積み増します

地域や住民とのつながりを大切にする職員を育成します

職員からの業務改善提案を募集します

書類手続きで心配無用の窓口対応を行います

地域に出向き、市民の声を聴きます

市長給与２０％削減します

6年度5年度4年度 7年度
５つの目標と３６の提案 頁



実績値 ２０％削減 － － －

目標値 ２０％削減 ２０％削減 ２０％削減 ２０％削減

当初現状値 月額　925,000円

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 市長給与及び期末手当の２０％削減

具体的な

政策内容
市長の行財政改革への意思を明確にするため、任期４年間２０％削減を約束します。

担当課 秘書人事課 SDGｓ

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 1 市長給与２０％削減します

新城市長の給与の特例に

関する条例の改正 実績

計画

実績

計画

市長給与及び期末手当の

２０％削減の継続実施 実績

計画

計画

実績

- 1 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・条例改正を行い、令和４年１月から市長給与の20％削減の実施及び継続実施している。

・令和４年度において、市長給与及び期末手当の20％削減に取り組む。

　【月額減額分】925,000円×20％×12月＝2,220,000円➀

　【期末手当減額分】（925,000円＋416,250円）×3.25月×20％＝871,812円②

　　➀＋②＝3,091,812円

・市長自らが財源を生み出すことにより、市民がふるさと新城で暮らす誇りと安心を実感できる事業に支出す

る。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

【公約達成】

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 順調

【給料月額】　925,000円×20%×6月＝1,110,000円①

【12月期末手当】(925,000円＋416,250円)×1.675×20%＝449,318②

①+②＝1,559,318円を減額

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 2 -

上半期 順調

実施年度 進捗状況

【給料月額】　925,000円×20%×6月＝1,110,000円①

【6月期末手当】(925,000円＋416,250円)×1.625×20%＝435,906②

①+②＝1,545,906円を減額



実績値 ８回 ー ー ー

目標値 10回 10回 11回 12回

評価指標（KPI） ふれあいトークの実施回数

当初現状値 １回

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

具体的な

政策内容

市長自らが地域に出向き、市民の不安や行政に求めていることを直接聞く機会をつく

ります。

担当課 秘書人事課 SDGｓ

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 2 地域に出向き、市民の声を聴きます

市民の声を聴く日の制度

検討 実績

計画

実績

計画

ふれあいトーク実施
実績

計画

計画

実績

- 3 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

　市長が地域へ出向き、市民の皆さんと直接の対話を通じ課題を共有し市民の声を収集することを目的にした

対話活動。

　開催時期：議会定例会開催月と年末年始を除き、年間を通じ開催。

　実施方法：開催希望地区や周辺部の行政区から優先して訪問

　開催時間：午前9時30分から午後8時の間の90分程度

　秘書人事課担当者と地域自治区担当者が連携し、行政に届きにくい声をお聞きし、市政への反映を調整して

いく。採用経験が浅い職員（新規採用職員等）を帯同し、職員の人材育成を図る。

　対話活動を通じ地域の課題をもとに、全庁、自治振興事務所と情報を共有し、課題解決に向けた活動を行っ

ていく。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 ほぼ順調

市内、全８地区でふれあいトークを実施。市長と会場に見えた市民が直接対話を行

い、市政に対する率直な意見、地域課題を収集。収集した内容は、全庁で課題解決

に向け共有を図るとともに、地域自治区が建議をする際の参考とした。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 4 -

上半期 順調

実施年度 進捗状況

令和4年9月末時点で、市内７地区でふれあいトークを実施。市長と会場にお越しの

市民が直接対話を行い、市政に対する率直な意見、地域課題をお聴きした。収集し

た意見は、全庁、自治振興事務所と情報共有を図っている。

総括

評価判定 評価コメント



具体的な

政策内容
市役所での書類手続きについて、職員が懇切丁寧に対応する窓口対応を実施します。

担当課 行政課・秘書人事課・情報政策課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 3 書類手続きで心配無用の窓口対応を行います

評価指標（KPI）

①『さわやかマナーしんしろ』等のマニュアルの内容の充実と職員への周知

②研修受講率

③接遇研修講師養成講座に職員を派遣し、受講後に職員研修講師として登壇する。

当初現状値 随時実施している。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値

① 検討、実施 ― ー

95%以上

③ １回 １回 １回
目標値

① 検討、実施 検討、実施 検討、実施 検討、実施

② 90%以上 95%以上

ー

②

④

③

④

実施内容

①業務マニュアルの内容

充実と職員への周知

計画

実績

②接遇研修の実施
計画

実績

③接遇研修講師養成講座

への派遣

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・接遇研修の開催

　基礎研修の一つとして、接遇研修を年1回開催する。また、接遇研修の実施に際しては民間企業から直接講

師を招聘又は民間企業での実務経験を有する講師を招聘し、民間企業における最新の取り組みやノウハウを

研修内容に盛り込み、民間企業と同水準の接遇能力を持つ職員の養成に取り組む。

　また、接遇講師を養成する研修に毎年１名派遣し、より高度な接遇技術を身に付け、職員研修の講師とし

て登壇できる職員を育成していく。

・全職員が目にできる窓口用チェックリストやマニュアル等を整備し、業務に活用してもらうことで丁寧な

接客を目指す。

- 5 -



令和４年度

上半期 やや遅延

　実施時期を9月から2月頃に変更。(秘書人事課)

　職員全員が市の業務を案内できるように、業務マニュアル（職員コンシェルジュ

化マニュアル）を配布。（行政課）

下半期 順調

　新型コロナウイルスの感染拡大が収束せず、対面研修実施時期の調整に時間を要

したため、研修の実施時期を令和5年6月と9月に変更した。（秘書人事課）

　窓口業務チェックリストや業務マニュアルを次年度に向けて見直し、内容の充実

を図った。（行政課）

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

令和６年度

上半期

下半期

令和５年度

上半期

下半期

- 6 -

総括

評価判定 評価コメント

令和７年度

上半期

下半期



実績値 ー ー ー ー

目標値 ― 8件 8件 8件

評価指標（KPI） 業務改善につながる職員提案件数

当初現状値 4件（令和3年度KAEL運動の提案件数）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

具体的な

政策内容

業務の効率化や、市民福祉の向上につながる施策の提案を募集します。誰もが積極的

に提案できる仕組みを作ります。

担当課 行政課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 4 職員からの業務改善提案を募集します

現行の業務改善運動の見

直し 実績

計画

実績

計画

業務改善運動提案募集
実績

計画

計画

実績

- 7 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

◎業務改善運動の見直しについて

○現行制度（KAEL運動）の主な課題：

　・改善・提案件数の減少。

　・提案者及び提案を受ける課が、特定の職員及び特定の課への偏り。

　・提案を受ける課にとって業務が増えることとなり結果的に負担に繋がることが多い。

　・審査が実質年1回のため、結果判定までのタイムラグが生じる。

○見直しの方向性：

　・業務効率化、市民福祉の向上につながる提案を積極的にしやすくする制度とする。

　・提案方法、審査方法、事業実施後の評価方法の見直し。

　・職員への周知の徹底。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 順調

　全庁的業務改善・提案運動「KAEL運動」の内容を見直し、実施要領を改正した。

あわせて、改正内容について職員へ周知した。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 8 -

上半期 やや遅延

実施年度 進捗状況

　現行制度（KAEL運動）の改善点について、課内において検討を進めている。

総括

評価判定 評価コメント



実施内容

に対応す

る具体的

な内容

○人材育成計画の見直し、地域活動支援員制度の見直し

　・秘書人事課と市民自治推進課により人材育成計画と地域活動支援員制度の見直しを行う。

　・市役所職員の存在意義と地域の要望、個々職員の働きがいを重ね合わせ課題を把握し、「地域や住民との

　　つながりを大切にすること」を根底とした人材育成計画・地域支援員制度をつくる。

○計画に基づく職員の育成

　・現在の地域活動支援員登録者数１１３人　消防、保育士等を除く職員４００人のうち係長以下２８０人

　　の７０％の登録を目指す。

　・地域や住民とのつながりを大切にする人材育成を行い、ひいては職員誰もが地域自治区担当者として地域

　　に根付いた活動を行い、仕事に対する価値観、地域との関わりの必要性の認識を高める。
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目標値

実績値

人材育成計画の見直し

地域活動支援員制度の見

直し

計画に基づく職員の育成

研修の開催実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

評価指標（KPI）
①地域活動支援員登録数

②研修実施回数

当初現状値
①113人

②0回

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 5 地域や住民とのつながりを大切にする職員を育成します

具体的な

政策内容

地域自治区制度を導入して間もなく９年、今一度原点に立ち返り、地域や住民とのつ

ながりを大切にするよう職員の意識の醸成に努めます。

①

担当課 秘書人事課・市民自治推進課 SDGｓ

126人 140人 168人 196人

① 111人 － － －

② 1回 － － －

② 計画 1回 1回 1回



令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

実施年度 実績・実施した取組内容

評価判定
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上半期 遅延

・人材育成基本方針の見直しに向けて、令和3年度に検討した地域活動支援員の見直

しと整合を図る。また、基本方針に地域との繋がりを大切にする意識づくり、働き

方改革、DX推進などを盛り込んだものとするため、現基本方針の改正部分の洗出し

を下半期に行っていく。

下半期 遅延

地域活動支援員制度の見直しを行うため、秘書人事課・市民自治推進課と合同で検

討会議を開催した。第１回（R5.1.30）、第２回（R5.2.27）、第３回（R5.3.20）。

人材育成基本方針の見直しについては、庁内各課から検討メンバーを選定し検討会

議を開催した。第１回（R5.2.17）、第２回（R5.3.17）。

上半期

下半期

上半期

評価コメント

総括



12月

3月

9月

実績値 25.5億円 ー ー ー

目標値 24.6億円 25.2億円 25.5億円 25.8億円

当初現状値 24.2億円【令和３年度末】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 財政調整基金の現在高

具体的な

政策内容

事業の見直しのもとに、歳出の抑制を図ります。財政調整基金（現在18億円）を積み

増し、25億円を目標額とします。

担当課 財政課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 6 歳出の抑制と市債の削減に取り組み、基金を積み増します

財政調整基金への積立
実績

計画

実績

計画

中期財政計画の策定

中期財政計画の見直し

実績

計画

計画

実績
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実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・実質収支額のうち６億円を超える部分を翌年度に積み立てを実施する。

・不動産売却収入や財産貸付収入の積み立てを実施する。

・第２次新城市総合計画中期計画（Ｒ５～８）に合わせ中期財政計画をR４に策定し、各事業への適正な予算

計上に努め、以後、毎年度見直しを実施する。

　また、令和４年度で計画期間が満了となる新城市財政健全化推進プランの取り組みの一部を中期財政計画に

位置付け、引き続き歳入確保、歳出削減の取り組みを進める。

・地方債の発行と返済のバランスをとるため、交付税措置以外の部分におけるプライマリーバランスの黒字確

保（臨時財政対策債・合併特例債以外に適用）に努める。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 ほぼ順調

３月に中期財政計画を策定し、令和５年度から８年度までの財政推計を公表した。

令和５年度予算編成でプライマリーバランスの黒字を確保。令和４年度末の財政調

整基金残高2,553,716千円。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容
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上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

9月補正にて財政運営ガイドラインの積立基準に基づき財政調整基金への積立金

321,723千円を計上し、同額を基金に積み立てた。基金残高27.4億円。中期財政計画

策定に向け令和5年度から8年度の事務事業に沿った歳入歳出見込額をとりまとめ

た。



4月14日稼働 改修、データ更新

検討、導入、対象拡大

調査研究、導入可否検討③幅広い分野におけるＤＸ

推進に関する先進事例調査

①公共施設、都市計画、防災情報の一体的な情報として統合型地図情報システムを稼働する。令和４年度中の

　庁外利用を検討する。

②行政手続のオンライン化を進める。

③市民生活、産業振興、教育分野等におけるＩＣＴ技術を活用したスマートシティの取り組みに関する先進事

　例を調査研究し、メリットやデメリット、コスト等多角的な視点から本市における導入可能性を検討する。
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実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

①統合型地図情報システ

ム

②オンライン申請手続き

の普及

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 1
将来に責任を持つ行財政改革

【地域住民とのつながりを大切にする職員集団による行財政改革】

提案 7 デジタル化を推進します

具体的な

政策内容

行政のＩＣＴ化とネットワーク化の推進により、福祉・医療・防災など様々な分野に

おける市民生活利便性向上のためのサービスにつなげます。

担当課 情報政策課 SDGｓ

評価指標（KPI）

①共有データ数

②オンライン申請手続きの提供数（累計）

③調査事例数

当初現状値

①庁内共有開始

②オンライン化未実施

③事例調査未実施

② ０手続き ー ー ー

③ 12事例 ー ー ー

③ 9事例 9事例 9事例 9事例

① 18業務 ー ー ー

① 17業務 17業務 17業務 17業務

② 24手続き 29手続き 34手続き 39手続き



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

①庁内への公開を終え、業務への利用を開始している。本年中の庁外公開を行う。

②子育て、介護関係24手続きについて、令和4年度中にオンライン申請受付システ

ムを導入するべく準備を進めている。

③新城市DX推進支援業務委託により、特に市民生活、産業振興、教育分野における

先進事例について調査するべく準備を進めている。

下半期 やや遅延

①庁外への公開準備をほぼ終え、早急に公開できるよう手続きを進めている。

②子育て、介護関係24手続きについて、令和4年度にオンライン申請受付システム

を導入した。今後、各業務の受付に関する事務手順等を整理した上で、早急に受付

を開始する。

③新城市DX推進支援業務委託により、市民生活、産業振興、教育分野におけるDX

の取組みの先進事例の調査を行った。本調査結果をもとに、本市における導入可能

性等を検討していく。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容
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実績値 調査実施 ー ー ー

目標値 調査実施 検討 検討・準備 実施

当初現状値

Sバス１乗車200円（新城、鳳来、作手をまたがる区間は400円）、豊鉄バス距離制運

賃

高齢者タクシー助成１乗車700円（80歳以上で免許または車のない方に24枚配布）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 対象年齢、移動手段の種類等の無償化の条件を検討し、無償化の内容を決定

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 1 後期高齢者のＳバス利用を無償化します

具体的な

政策内容
運転免許証を返納された75歳以上の方のＳバス利用の無償化から検討を始めます。

担当課 公共交通対策課・高齢者支援課 SDGｓ

実績
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実施

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

①高齢者の移動手段の実態把握

　・免許返納者全員の移動手段確保の状況調査及び免許返納受付時における移動ニーズ調査・分析

　　（公共交通対策室）

　・令和３年度高齢者タクシー助成制度の利用状況把握・分析（高齢者支援課）

②新城市地域公共交通計画に基づく各地域の路線再編及び移動手段の確保

　・地域主体の検討組織と一緒にＳバスの再編やその他の移動手段確保について協議及び実施

③無償化内容の検討

　・①及び②を踏まえた諸課題の整理

　・対象年齢、無償化する内容（Ｓバス、タクシー等）の検討、試算

　・高齢者タクシー助成制度の見直し及び運転免許返納時の交付内容の検討

　・新城市地域公共交通会議における協議

④準備及び実施

　・予算化及び必要に応じて条例、要綱の改正、道路運送法等に基づく諸手続き、市民周知（説明会の実

施）　　→　整い次第実施

実績

計画

実績

計画

実績

計画

計画

計画各地域での路線再編及び

移動手段確保 実績

計画

実績

免許返納者及び予定者の

移動ニーズ調査・分析

高齢者タクシー助成利用

状況調査・分析

無償化内容の検討

公共交通会議での協議

R7予算化及び条例等改正

市民周知



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

上半期

下半期

ほぼ順調

下半期

地域主体の検討組織と一緒にＳバスの再編やその他の移動手段

確保について協議を行っている。

高齢者タクシー助成制度利用者の実態把握を行っている。

下半期 ほぼ順調

地域主体の検討組織と一緒にＳバスの再編やその他の移動手段

確保について協議を行っている。千郷地区については令和５年度に運行形態を変更

し、空白地域の解消を図る。

高齢者タクシー助成制度利用者の実態把握を行っている。

上半期

下半期
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実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容



【導入決定時】①スマートフォ

ンアプリ「あいち健康プラス」

実施
②健康づくりリーダーの

活動支援

③食生活改善推進員の活

動支援

④健康講座等の開催

⑤市内運動教室の情報提

供

【健康づくり活動に取り組む市民をサポート】

　・健康マイレージ達成者向け特典サービスを充実

　・スマートフォン向けアプリ「あいち健康プラス」を導入している他市へ状況把握後、導入を検討

　・新型コロナの感染状況を踏まえながら健康教育、健康相談、健康に関する教室等を実施

　・市内で実施されている運動教室をまとめたちらしの作成と情報を提供

【健康づくり活動等に取り組む団体をサポート】

　・健康づくりに理解と関心のある者に愛知県健康づくりリーダー養成講座の受講を勧奨

　・愛知県健康づくりリーダーへ教室等の講師を依頼

　・新城市健康づくり食生活改善推進員の育成講座の開催

　・新城市健康づくり食生活改善推進員の養成講座を3年毎に開催　※令和4年度、令和7年度予定
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実施内容に

対応する具

体的な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

①健康マイレージ事業に参加し

自主的に健康づくりに取り組む

①スマートフォンアプリ「あいち健康

プラス」の導入検討

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 2 健康体操など健康づくり活動を支援します

具体的な

政策内容
健康づくり活動等に取り組む団体や市民をサポートします。

担当課 健康課 SDGｓ

評価指標（KPI）

①健康マイレージ事業チャレンジ達成者まいかカード発行数

②健康づくりリーダー登録数

③食生活改善推進員登録数

④健康講座参加者数

当初現状値

①健康マイレージ事業チャレンジ達成者まいかカード発行数　33件

②健康づくりリーダー登録数 29人

③食生活改善推進員登録数　31人

④健康講座参加者 151人

③ 28人 ― ー ー

④ 257人 ― ー ー

① 25件 ― ー ー

② 24人 ― ー ー

③ 37人 37人 37人 40人

④ 200人 200人 300人 400人

① 50件 65件 80件 100件

② 30人 31人 32人 33人



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

・健康マイレージ対象年齢を拡大し周知（18歳以上から小学生以上へ）

・愛知県健康づくりリーダーの運動教室2回、新城市健康づくり食生活改善推進員を

3人養成

・健康教育4回52人、講座（腎臓病予防)2回11人

下半期 ほぼ順調

・健康アプリ利用者把握

・愛知県健康づくりリーダーの運動教室1回、新城市健康づくり食生活改善推進員新

規登録者2人

・健康教育8回125人、生活習慣病予防7回69人

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 18 -



実績値 8人 ー ー ー

目標値 8人 8人 8人 8人

当初現状値 10人

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 招聘した医師の人数

具体的な

政策内容

県に対して、医師派遣と北部医療圏における市民病院の医療体制の堅持を強く働きか

けます。

担当課 地域医療支援室・総務企画課 SDGｓ 3

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 3 市民病院の診療体制の維持と充実をはかります

県及び関連大学への医師

派遣要請 実績

計画

実績

計画

医師の招聘（県派遣）
実績

計画

計画

実績

- 19 -

実施内容

実施内容に

対応する具

体的な内容

【医師の招聘】

　・愛知県へ文書による依頼、市幹部等が県庁へ出向いての要望、県担当部局との意見交換の場を設け、引き

続き自治医大卒業医師等の招聘を依頼する。

【医療体制の維持】

　・北部医療圏の医療体制維持のため、常勤医のいない診療科への医師の招聘強化

　・医師の定着化に向けた、処遇改善をはじめとする労働環境の整備

　・現在の救急車収容率の堅持（令和３年度：５７．２％）

【東三河北部医療圏地域医療対策協議会】

　・資格取得奨励事業：医療関係の資格取得等に対し奨励金の交付

　・臨床情報提供システムのライセンス利用への助成

　・健康・医療に関するシンポジウムの開催

　・各種専門研修プログラム実施への助成

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 やや遅延

【医師の招聘】

・12月　対面にて愛知県担当部局に自治医科大学卒業医師派遣の継続依頼と意見交

換。

・３月　名古屋市立大学へ出向き、内科専門研修プログラムの連携施設への追加依

頼。

・３月　３月２８日に愛知県と８人の派遣医師の協定書を結ぶ。

【医療体制の維持】

・医科大学を訪問して常勤医のいない診療科への医師派遣を要請（1回）

・医師事務作業補助者の確保に向けた募集

・下半期の救急車収容率５３．３％（令和４年度　５４．６％）

【東三河北部医療圏地域医療対策協議会】

・協議会、市町村連携部会、保健医療部会の開催

・臨床情報提供システムのライセンス利用への助成

・健康・医療に関するシンポジウムの開催(2/19)　参加者120名＋zoom視聴22名

・医療関係の資格取得等に対し奨励金の交付（４３件）

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 20 -

上半期 やや遅延

実施年度 進捗状況

【医師の招聘】

・４月～５月　愛知県担当部局との意見交換はコロナ禍により開催中止。

・７月　愛知県知事に自治医科大学卒業医師派遣要請の文書を発出。

【医療体制の維持】

・医科大学を訪問して常勤医のいない診療科への医師派遣を要請（２回）

・上半期の救急車収容率５６．２％

【東三河北部医療圏地域医療対策協議会】

・協議会、市町村連携部会、保健医療部会の開催

・医療関係の資格取得等に対し奨励金の交付（１８件）



実績値 5件 ー ー ー

目標値 5件 5件 5件 5件

当初現状値 ー

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI）
「奥三河メディカルバレープロジェクト」に基づく医療・保健・福祉施策のための実

証実験等の実施件数

具体的な

政策内容

「奥三河メディカルバレープロジェクト」の成果を医療・保健・福祉施策として定着

させます。訪問看護の分野への応用も視野に入れて研究します。

担当課 健康課・産学官連携推進室 SDGｓ 3

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 4 住民の健康管理・遠隔診療・リハビリ等の取り組みを定着させます

産学官による医療分野の

実証実験 実績

計画

実績

計画

実証実験の実装の検証

実装可能な実証実験の医

療等施策としての検討

遠隔メンタルヘルスケア

システム等への協力

実績

計画

計画

実績

- 21 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

【産学官による医療分野の実証実験】

　・市民病院を拠点として、名古屋大学のほか研究機関、民間企業が健康寿命・労働寿命の極大化を目指す医

療分野の実証実験を実施する。

【遠隔メンタルヘルスケアシステム等への協力】

　・遠隔メンタルヘルスケアシステムの研究が継続中は、大学、民間企業等と連携して相談対応を実施する。

　・効果検証の結果、システム構築と実用化が促進されれば、市民への定着について検討する。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 ほぼ順調

【産学官による医療分野の実証実験】

・医療機器位置情報可視化システムはじめ５件の実証実験を実施

・実証実験の実装の検証には至っていない

【遠隔メンタルヘルスケアシステム等への協力】

・「KOKOROBO」利用者における受療必要者の紹介依頼はなかった

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 22 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

【産学官による医療分野の実証実験】

・医療機器位置情報可視化システムはじめ５件の実証実験を実施中。３研究機関、

　４民間企業が参加。

【遠隔メンタルヘルスケアシステム等への協力】

・広報5月号でメンタル不調を調べるオンラインアプリ「KOKOROBO」を紹介

・「KOKOROBO」利用者における受療必要者の体制整備



計画

実績

実績

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・新城市第９期高齢者福祉計画の基礎調査に併せ、買物についてのニーズ調査を実施（1,500人対象）

・補助金対象事業所、補助金を受けずに移動販売事業を行っている業者、両者への聞き取りにより、現状把握

・買い物困難な人への支援策について、関係各課と事業者への燃料費や維持費等の支援策も視野に検討し、事

業見直しの場合は事業の予算要求、要綱改正

・事業の周知と実施、効果検証

- 23 -

ー ー ー

実施内容

地域の買物に対するニー

ズ調査

計画

実績

実施事業所への聞き取り
計画

実績

実績

実績

計画

実績

評価指標（KPI） 移動販売車利用者人数（年間）

当初現状値 24,054人（362日）　※令和３年12月末現在(２事業者分）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

具体的な

政策内容
移動販売を行っている事業者へのサポートを継続し、新たな事業者を募ります。

担当課 企画調整課・高齢者支援課・産業政策課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 5 買い物支援策の充実をはかります

目標値 35,000人 35,000人 45,000人 55,000人

計画

事業所へのサポート内容

を検討

R6事業予算化・要綱改正

事業周知・実施・評価

計画

計画

実績値 28,078人



上半期

上半期

令和４年度

上半期 やや遅延

高齢者ニーズ調査は10月1日に自治区毎に150人、全部で1500人を対象に配布した。

11月以降に結果を分析していく予定。事業所への聞き取りは本格的実施に至らず。

関係各課との調整もできていない。12月補正で燃料費の補助を計上。

下半期 やや遅延

高齢者ニーズ調査を実施し、1,015人からの回答内容の集計分析を行った。市内で移

動販売を行っている３事業者に対し１車両当たり３万円の燃料費高騰に対する支援

金（計12万円)を交付した。あわせて新規参入の相談も２件行った。なお、サポート

等事業所への本格的な聞き取り。関係各課との調整はできていない。

上半期

令和５年度

令和６年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 24 -

下半期

評価判定 評価コメント

下半期

令和７年度

総括

下半期



実績値 74.30% ー ー ー

目標値 ー 76% 78% 80%

当初現状値 74.3%（令和4年度実施）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 外国人市民の市民生活満足度

具体的な

政策内容
多言語での対応の充実を図り、外国籍の方の地域生活を支援します。

担当課 市民自治推進課 SDGｓ 8 10

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 6 外国籍の方に優しい多文化共生のまちにします

外国語相談窓口（対面：

ポルトガル語、AI翻訳 実績

計画

実績

計画

市民生活満足度調査（R4

は実態調査内で実施）

多言語SNSでの情報発信

外国人市民実態調査

（R4全世帯）

外国人市民実態調査結果

の分析

実績

計画

計画

実績

- 25 -

多文化共生プラン策定

日本語教育の推進、充実

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・各種行政手続きの円滑化を図るため、市役所本庁１階総合案内に外国語相談窓口を開設し、多言語対応実

　施。（対面：ポルトガル語・スペイン語、その他の言語はＡＩ翻訳機を活用）

・市内在住の全外国人世帯を対象に外国人市民の実態調査を実施。（令和４年度）

・調査結果をもとに多文化共生プランを策定し、より効果的な事業を実施していく。

・外国人市民を対象に市民生活満足度調査を実施。（令和４年度：外国人市民実態調査に含む。令和５～７年

度：300人抽出）

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 ほぼ順調

・本庁１階総合案内に外国語相談窓口を開設。

（相談件数10～3月：815件）

・外国人市民実態調査結果をクロス集計し、報告書を作成。全８５頁。（回答者

数：高校生以上の部187人、中学生の部21人）

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 26 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

・本庁１階総合案内に外国語相談窓口を開設。

（相談件数4～9月：824件）

・市内在住の全外国人世帯を対象に外国人市民の実態調査を実施。（回答者数187

人／送付者数882人、回答率21.2％）



新城市パートナープラン

各課取組状況調査（Ｃ）

新城市男女共同参画審議

会で外部評価（Ａ）

各課取組内容の検討

（Ｐ）

各課事業実施（Ｄ）

【雇用対策事業】

　女性のセカンドキャリアを支援するため、社会参加啓発セミナー、職場見学会・体験会、就職面接会・説明

会、相談会を開催する。また、地元企業への女性再雇用に関する職域拡大セミナーを開催する。

【子育て支援事業】

　第三期子ども・子育て支援事業計画に向けた保育等ニーズ調査の実施、こども園入園基準の拡大（育児休業

分）、放課後児童クラブ開設時間の延長・利用者負担金軽減、ひとり親家庭自立支援（ハローワークとの連

携）、企業内保育所との連携及び開設相談を実施する。

【女性活躍推進事業】

　新城市パートナープラン（第２次新城市男女共同参画プラン）の推進。特に基本目標３「就業の場での女性

の活躍促進」における担当課の取組状況に対する施策評価が向上するよう、各課が新城市男女共同参画審議会

による外部評価の結果を踏まえて事業内容を修正しながら進めるよう体制を整える。
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実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

女性のセカンドキャリア

支援

保育等ニーズ調査及び第三期子

ども・子育て支援事業計画の策

定

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 7 女性の活躍推進につながる働き方改革や子育て支援策の充実をはかります

具体的な

政策内容
事業所等の協力を得ながら、働き方改革や子育て支援策の充実を図ります。

担当課
市民自治推進課・こども未来課・

産業政策課
SDGｓ

評価指標（KPI）
①新城市パートナープランの基本目標３「就業の場での女性の活躍促進」の各課施策の達成状況

②市民満足度調査（A福祉・健康分野　１子育てを応援するためのサービス）

当初現状値
①49％【令和2年度実施結果】

②76％【令和3年度調査結果】

① 51.80% ー ー ー

② ー ー ー ー

① 65% 66% 67% 79%

② ー ー ー 80%



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

【雇用対策事業】

・4月22日　合同求人説明会・面接会の開催

・7月12日　おしごと・ボランティア相談会の開催

・9月11日　家事・育児シェア講座の開催

【子育て支援事業】

・出張ハローワーク！ひとり親全力サポートキャンペーン（8月18日～19日）

【女性活躍推進事業】

・新城市パートナープラン各課取組状況調査実施（5月2日～5月27日）

・プラン基本目標3の達成率　49％→51.8％（R3実施状況結果）

・男女共同参画審議会でプランに対する外部評価実施（8月10日～2月頃）

下半期 ほぼ順調

【雇用対策事業】

・合同求人説明会の開催（1月22日、1月24日、2月20日、2月22日、2月24日）

・企業見学会の開催（12月8日、12月14日、2月11日）

・人材育成等講習会の開催（1月11日～13日、11月27日、1月22日、11月29日～12

月1日、12月7日～9日、2月26日）

【子育て支援事業】

・放課後児童クラブ利用ニーズ調査実施（11月1日～22日）

・企業内保育所へ情報共有（毎月）

【女性活躍推進事業】

・男女共同参画審議会でプランに対する外部評価まとめ（11月10日、1月23日）

・男女共同参画審議会の答申内容を公表（3月2日）

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容
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100人 100人 100人 100人

② 20人 20人 20人 20人
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高齢者虐待早期発見・対応

の周知

障害者虐待早期発見・対応

の周知

実施内容に

対応する具

体的な内容

ー ー ー

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

担当課 福祉課・高齢者支援課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 2
安心して暮らし続けられるまち

【日々の生活の安心と、将来不安を取り除くことを最優先】

提案 8 障がい者、高齢者、認知症の方への支援を充実します

具体的な

政策内容

高齢者、障がい者の方への権利擁護支援の体制を整えます。認知症の方への支援は、

家族の安心につながる事業に取り組みます。

【権利擁護支援事業】

・「権利擁護支援の地域連携ネットワークの中核となる機関」として「広報機能」、「相談機能」、「成年後

見制度利用促進機能」、「後見人支援機能」の充実・強化に取り組んでいく。

・権利擁護についての理解を深めるため、講演会を開催する。

・令和４年度より、市民後見人養成講座を開催し、権利擁護の担い手を確保していく。

【見守りネットワーク】

・令和３年度より、認知症等で外出したまま帰宅困難になる心配のある方の事前登録制度を始め、令和４年度

からは登録した方にQRコードつきのシールを配布する事業を開始する。

・行動が心配（不自然）な高齢者を発見した場合に市などに連絡していただく協力事業所を増やし、市全体で

見守り体制を構築していく。

・虐待は生命・身体・財産に重要な影響を及ぼすことから、早期に発見し、本人の望む生活が送れるよう対応

する。加えて、深刻な状況になる前に発見者から通報が入るよう周知を進める。

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

評価指標（KPI）
①権利擁護支援センターの相談利用者実人数

②市民後見人養成講座受講者人数

当初現状値
①８８人【令和２年度中】

②０人

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

成年後見支援センターの

運営

成年後見制度の周知

高齢者及び障がい者虐待

ネットワークの見直し

市民後見人養成講座
実績

計画

①

① 88人 ー ー ー

② 11人

おかえり結ネット事前登録・

どこシル伝言板周知

見守りネットワーク（おか

えり結ネット）周知



実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 30 -

評価判定 評価コメント

下半期

上半期

ほぼ順調

【権利擁護支援事業】

・毎月、事務局会議・支援検討委員会を開催し後見等の必要性を検討した。11月

25日（金）に講師を招いて「新城市成年後見支援センター権利擁護研修会」を実施

し制度の周知を図った。高齢者及び障がい者虐待ネットワークの見直しについて

は、ネットワーク協議会の委員と成年後見支援センターの運営委員会で協議内容・

構成員が共通することから一体的に行えるよう協議中。

・市民後見人養成講座は予定通り実施した。

【見守りネットワーク事業】

おかえり結ネットの周知や虐待対応の早期発見についての周知を継続中。

上半期

令和７年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

上半期 ほぼ順調

【権利擁護支援事業】

・毎月、事務局会議を開催し、支援が必要な方や虐待が疑われる方の事例や課題を

確認している。また事例に応じ支援検討委員会を開催し弁護士などから意見をいた

だき後見等の必要性を検討している。制度の周知については、11月25日（金）に

講師を招いての研修会を実施予定。

・市民後見人養成講座は予定通り実施中。基礎課程が修了。

【見守りネットワーク事業】

・おかえり結ネットの周知や虐待対応の早期発見についての周知を継続中。虐待

ネットワークの見直しは未着手。

下半期

総括

上半期

下半期

下半期



実績値 2回 ー ー ー

目標値 1回 1回 2回 2回

当初現状値 自主防災会計画の訓練実施

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 避難所訓練（研修）の実施

具体的な

政策内容
感染症の教訓をふまえ、避難方法や避難所運営の在り方等を再検証します。

担当課 防災対策課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 1 感染症対策を考慮し、災害時における避難マニュアルを再度見直します

避難所運営マニュアルの

見直し 実績

計画

実績

計画

避難所訓練の実施

マイ・ハザードマップの作

製支援

実績

計画

計画

実績

- 31 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

〇避難所運営マニュアルの見直し

　避難所における新型コロナウイルス感染拡大防止のための対処方針による避難の在り方等の再検証を行う。

〇避難所訓練（研修）の実施

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金により整備した資機材及び、B＆G財団事業研修費を活用

した避難所訓練（防災キャンプ）を実施する。

〇マイ・ハザードマップの作製支援

　愛知県（砂防課、新城設楽建設事務所管内）の事業による土砂災害警戒区域内での避難行動対策のためのマ

イ・ハザードマップの作製支援を実施する。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 順調

11/5～6避難所訓練（防災キャンプ）実施済。新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金により整備した資機材及び、B＆G財団事業研修費を活用し、東郷地

区区民６０名を対象として実施できた。また、3/26舟着地区マッピングパーティー

（防災地図づくり）の中で、マイハザードマップを作成する内容を実施し、各家庭

における災害時の避難行動が再確認できた。さらには、11/21・30作手中学校２年

生を対象に、「防災小説」を書く授業を実施し、“まだ”起きていない未来の災害

を、“もうすでに”起きたものとして災害に直面した時の自分自身の行動と家族等の

周りの行動を具体的にイメージすることで、事前の備えや家庭内での災害遭遇時の

事前共有の重要性を理解し、参加者の能動的なアクションを促すことができた。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 32 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

9/25避難所運営訓練（東郷地区）実施し、避難所運営の検証、課題抽出が出来た。

また、11/5～6で実施する避難所訓練（防災キャンプ）へ向けての調整を実施中。



実績値 5回 ー ー ー

目標値 5回 5回 5回 5回

当初現状値 国2回・県2回・ダム管理者1回

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 国・県・ダム管理者との連携会議、訓練の実施状況

具体的な

政策内容

集中豪雨等による河川の増水時に、県やダム管理者との協力関係を強化し、流域の市

民の方へ早めの情報提供を確実に行います。

担当課 防災対策課・土木課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 2 集中豪雨による洪水害予防の対策を強化します

洪水ハザードマップの作

成に向けた調査等 実績

計画

実績

計画

洪水ハザードマップの作

成・配布

洪水ハザードマップの周

知啓発（既存含む）

防災無線による随時周知

実績

計画

計画

実績

- 33 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

〇洪水ハザードマップの作製（土木課）

　県管理河川管理者が公表した洪水浸水予想図を基に、新城市洪水ハザードマップを作成し、住民への配布を

実施する。

〇防災無線による随時周知啓発

　国・県・ダム管理者と、情報連携を実施し、集中豪雨時における河川の状況について、迅速な情報提供が行

えるよう、定期的な会議、訓練を実施する。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 順調

洪水ハザードマップ作成委託料を令和４年度３月補正予算により予算化し、国庫補

助金（社資令和４年度２次補正（加速化対策）関係）交付決定済。令和５年度中に

作成、配布予定（令和５年度に繰越明許）。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 34 -

上半期 順調

実施年度 進捗状況

洪水ハザードマップ（県河川）作成に向け、国庫補助金事前申請書類を県へ提出準

備中。（市予算は、令和４年度３月補正要求し、繰越明許予定）

既存洪水ハザードマップ周知啓発は、防災無線及びお出かけ講座等で随時実施中。



実績値 26回 ー ー ー

目標値 10回 10回 10回 10回

当初現状値 随時実施（R3:10回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 防災講話（お出かけ講座）

具体的な

政策内容

外国籍の方や体の不自由な方への防災情報の的確な伝達と、行政と地域住民による支

援強化の在り方を再度確認します。

担当課
防災対策課・市民自治推進課・福祉課・

高齢者支援課
SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 3 防災情報の的確な伝達と避難時の支援強化をはかります

防災アプリの普及啓発
実績

計画

実績

計画

防災講話

（お出かけ講座）

災害時要援護者避難支援

制度の普及・啓発

実績

計画

計画

実績

- 35 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

〇防災アプリの普及啓発

　災害時の情報収集手段について、周知を行う。

　防災無線　個別受信機、屋外拡声子局による情報伝達の補完。

　　・新城市ホームページ・テレビ・携帯電話・新城市メール配信システム・地震情報・風水害情報

　　・新城市防災行政情報（防災アプリ＝多言語10言語に対応）

　※啓発対象者は全市民（聴覚障がい者・外国人を含む）

〇防災講話（お出かけ講座）では、新城市職員が集会等に出向き、 ①地震に対する備えについて②風水害に

対する備えについて、わかりやすく説明する「新城市お出かけ講座」を実施する。

　※防災学習ホールでは、防災講話の受講及び地震体験が可能。

〇災害時要援護者避難支援制度普及では、福祉介護事業所及びケアマネと連携をとり、一人でも多く『個別

避難計画』の策定に向けて調整していく。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 ほぼ順調

防災アプリの啓発：全お出かけ講座での啓発を継続実施。

防災講話（お出かけ講座）：令和4年度中、26回実施（うち、外国人対象１回）

し、令和３年度実績対比260％と大幅に上昇となった。※参考R3：10回

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 36 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

防災アプリの啓発：ＨＰ、広報ほのか６月号、自主防災会事業説明会での啓発済。

お出かけ講座での啓発継続中。

防災講話（お出かけ講座）：10月末現在 23団体受付中15団体実施済



設置工事（年２個所）

車両更新時に電源供給設

備保有車両の導入

避難所での活用訓練及び

研修等

・避難所等の防災対策として、災害による電力遮断時にも最低限の機能を維持するため太陽光と蓄電池を活用

　した電源を確保する。

・公用車の車両更新には、電気自動車（EV）を始めとした電源供給設備を有する車両の整備を進める。

・避難所での活用方針マニュアルの作成する。

・避難所での活用訓練及び研修等の実施。

（情報収集、連絡手段、最低限の照明等、災害時に必須のエネルギーを確保する。）

※目標値は、累積値。

- 37 -

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

設備設置の検討

実施設計（年２個所）

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 4 再生可能エネルギーによる自給自足電源で、災害に強いまちを創ります

具体的な

政策内容

公共施設への太陽光発電設備と併せて蓄電池の設置の必要性を検討します。被災地で

の有力な電源になることからも、公用車のＥＶ（電気自動車）化を進めます。

担当課 行政課・防災対策課・環境政策課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①公共施設への太陽光発電装置及び蓄電池の設置

②公用車の更新には電気自動車を始めとした電源供給設備を有する車両を整備

当初現状値
①設置２個所【令和３年度末】

②公用車2台（EV車含む）

① 2個所 － － －

② － － － －

① 2個所 2個所 4個所 6個所

② 2台 3台 4台 5台



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

避難所となっている公共施設への再生可能エネルギー設備等を導入し、平時の脱炭

素化に加え、災害時にもエネルギー供給等の機能発揮が可能な施設であるかを検討

するため、調査委託を実施中。

EV公用車導入施策は引き続き検討中。

下半期 ほぼ順調

避難所となっている新城中学校と千郷中学校（西部公民館）への再生可能エネル

ギー設備等を導入するため、実施設計業務委託料を予算化。

EV公用車導入施策は公用車更新計画の策定と併せて検討中。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 38 -



郵便局、宅配業者、青パ

ト隊等との連携

　不法投棄を未然に防ぐ環境整備を進めるために、監視、啓発、美化活動等を職員、市民、事業者が連携して

実施する。

①職員による監視・啓発パトロールを定期、不定期に回数を重ねて実施

②市民、事業所と連携したクリーンフェスタ（清掃活動）の実施

③郵便局、宅配業者、青パト隊等との連携体制を構築し、不法投棄発見の情報提供を依頼

- 39 -

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

監視・啓発パトロール実

施

クリーンフェスタ（清掃

活動）の実施

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 5 ゴミのポイ捨てや不法投棄対策を強化します

具体的な

政策内容

市民の環境美化意識を高めるとともに監視体制を見直し、ゴミのポイ捨てや不法投棄

対策を強化します。

担当課 生活環境課 SDGｓ

評価指標（KPI）

①監視・啓発パトロール回数

②クリーンフェスタの実施回数

③宅配業者との連携

当初現状値

①パトロール　年１回（県と連携して実施）

②クリーンフェスタ（清掃活動）実施　108件

③市内郵便局との協定

② 137件 ー ー ー

③ 1事業所 ー ー ー

③ 1事業所 2事業所 3事業所 3事業所

① 14回 ー ー ー

① 3回 ６回 6回 6回

② 108件 111件 114件 117件



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

①職員による監視・啓発パトロール及びポイ捨てごみの回収を実施　10回

②クリーンフェスタ（清掃活動）の実施　62件

下半期 ほぼ順調

①職員による監視・啓発パトロール及びポイ捨てごみの回収を実施　4回

②クリーンフェスタ（清掃活動）の実施　75件

③連携体制について検討中

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 40 -



【防犯カメラ補助概要】

　〇補助金の交付目的

　　この補助金は、行政区等が行う防犯カメラの設置に対し、その設置に要する費用の一部を補助することに

より、地域の安全・安心なまちづくりを推進し、住民の安全確保を図ることを目的とする。

　〇補助対象経費

　　補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、防犯カメラの設置に必要な費用と

する。ただし、次に掲げるものを除く。

　　⑴　維持又は管理に要する費用

　　⑵　土地賃借料及び電力柱等への添架に係る使用料

　　⑶　防犯カメラの操作指導料

　　⑷　既存の設備の撤去に要する費用

　　⑸　その他市長が補助対象経費として不適当と認めるもの

　〇補助金の額

　　補助金の額は、補助対象経費の総額の５分の４以内とし、その額に１，０００円未満の端数がある場合

　は、その端数を切り捨てた額とする。ただし、５００，０００円を限度とする。

　〇補助金の上乗せ

　　新城市地域自治区予算事業計画策定要綱第４条第１項に定める事業にあっては、前条の規定により算出し

た額の補助金（以下「基本補助金」という。）に次項の規定により算出　した額の補助金（以下「上乗せ補助

金」という。）を加算して交付することができる。

　　上乗せ補助金の額は、補助対象経費の総額から基本補助金の額を差し引いた額の２分の１以内とし、その

額に１，０００円未満の端数がある場合は、その端数を切り捨てた額とする。

【青パト隊】

　　引き続き活動支援のため必要な資機材の貸与を行うが、近年隊の解散報告もあるため、活動の相談や活動

の無くなる又は無くなった地域への活動範囲の維持や拡大など活動への支援を行う。
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実施内容に

対応する具

体的な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

地域等での防犯カメラ設

置に対する補助

青パト隊等への資器材の

貸与及び活動相談

実施内容

計画

実績

計画

実績

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 3
市民の安全を守るまち

【防災・防犯・交通安全対策で、市民の生命と財産を守る】

提案 6 防犯カメラの設置支援や、青パト隊等の防犯活動を拡充します

具体的な

政策内容

防犯カメラの設置を支援するとともに、青パト隊の活動への協力と、エリア拡充のた

めのサポートをします。

担当課 行政課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①防犯カメラ設置補助の台数

②青パト隊所管地域の復活、拡充

当初現状値
①12台【令和３年度末】

②青パト隊は活動休止の傾向にある（令和2年4月７団体→令和4年4月５団体）

① 8台補助 ー ー ー

② 1地域 ー ー ー

① 9台補助 5台補助 5台補助 5台補助

② 0 １地域 １地域 １地域



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

【防犯カメラ設置補助】

　5行政区、計8台（1行政区・1台分取り止め）

【青パト隊】

必要な資機材の貸与、しんしろ安全・安心で快適なまちづくり推進協議会出席

下半期 ほぼ順調

【防犯カメラ設置補助】

　次年度要望取りまとめ（2行政区、計2台）

【青パト隊】

　事業所への新規委嘱1件（東海ルフト青パト隊）

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容
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非常勤講師の任用

・新城市内の全ての中学校において、全学級を35 人以下とする。

・１クラス増にあたり、常勤講師１名、非常勤講師１名（13時間程度/週）を雇用する。

令和４年度…実施対象校：新城中（中３：３クラス）、東郷中（中３：３クラス）、八名中（中２：２クラ

ス）

令和５年度…実施対象校（予定）：千郷中（中２：３クラス）、東郷中（中２：３クラス）、八名中（中３：

２クラス）

令和６年度…実施対象校（予定）：千郷中（中３：３クラス）、東郷中（中３、中２：３クラス）

令和７年度…実施対象校（予定）：東郷中（中3：３クラス）

※令和７年度以降は、生徒数減のため、対象学級はなくなる見通しである。
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実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

必要教職員数の把握

臨時的任用教員の任用

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 1 小中学校の少人数学級を進めます

具体的な

政策内容
国に先駆けて中学校の少人数学級化の取り組みを進めます。

担当課 学校教育課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①市内中学校における35人以下の学級編成達成率

②市費採用教員の充足率

当初現状値
・令和３年度市内中学校37学級（特別支援を除く）のうち、35人より多い学級編成を

した学級が４学級あった。よって、35人以下の学級達成率は89.2％であった。

① 100% ー ー ー

② 100% ー ー ー

① 達成率100％ 達成率100％ 達成率100％ 達成率100％

② 充足率100％ 充足率100％ 充足率100％ 充足率100％



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

対象となった市内３中学校で市費講師６名（常勤３名、非常勤３名）を任用し、35

人学級を実現した。ただし、7月に常勤講師１名が自己都合退職したため、代わりに

非常勤講師１名を任用した。

実施校：新城中（中３）、東郷中（中３）、八名中（中２）

下半期 ほぼ順調

引き続き、対象の３校で市費講師（常勤２名、非常勤４名）を任用。学校からはき

め細かな指導や教員の負担軽減につながっているとの報告を受けている。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容
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①公金化に向けた切替準

備

①公金化開始

【共同調理場稼働に合わ

②負担軽減（無償化）実

施に向けた方策の検討

②内部調整

②取組開始

【公金化】

　現在給食費は、集金から支払いまで全てを学校のみで完結（※１）しているが、令和６年９月の共同調理場

稼働後では、食材発注・納入業者への支払いが一元化されるため、給食費の流れを再編、給食提供に係る経費

を予算化（※２）することで、適正な給食費の流れを実現する。

（※１）　保護者→各学校の口座→学校毎の納入業者へ支出

（※２）　歳入（保護者→各学校の口座→学校が市へ給食費を納入）／　歳出（納入業者へ支出）

【負担軽減（無償化）】

　経済的理由によって就学困難な児童・生徒の保護者に対し、現在援助（就学援助：全児童生徒数の約10％）

を実施しているが、更なる子育て世代の負担軽減を図る事を目的として、小中学生の保護者が負担する給食費

の負担軽減（無償化）に取り組む。
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実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

①案の策定

①教育委員会会議承認・

学校周知

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 2 学校給食費の負担軽減と無償化への取り組みを進めます

具体的な

政策内容

給食費を公金化するとともに、給食費の保護者負担額の軽減（無償化）を目指しま

す。

担当課 教育総務課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①学校給食費の公会計化

②学校給食費の保護者負担額の軽減（無償化）の実施

当初現状値 0%

① 0% ー ー ー

② 5% ー ー ー

① 0% 0% 100% 100%

② 10% 10% 10% 100%



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

①学校給食費の公会計化

令和４年６月１０日付けで、次のとおり基本方針を定めた。（令和６年９月から当

分の間、給食費はこれまでどおり学校で徴収し、学校から市へ振り込むことで公会

計化を図ることとし、学校等関係各所と協議を進める。）

②学校給食費の保護者負担額の軽減（無償化）の実施

令和４年11月から令和５年3月までの保護者が負担する学校給食費等を市が補助金

として申請があった給食運営管理者又は保護者へ補助を行うことと決定した。

下半期 やや遅延

①（遅延）

公金化の流れなどの整理・検討を優先して実施したため、周知等は未着手。改めて

次年度に行う。

②他市の状況確認及び課内検討を行った。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容
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実績値 100% ー ー ー

計画

実績

計画

実績

目標値 100% 100% 100% 100%

当初現状値
令和３年度：入室受け入れ率　100％

令和３年度：入室希望者13人、内13人入室

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 3 外国籍児童生徒への日本語教育を支援します

日本語初期指導を必要と

する児童生徒全員の把握 実績

計画

評価判定 評価コメント

評価指標（KPI） 日本語初期指導教室入室希望者の、入室受け入れ率

具体的な

政策内容

日本語初期指導教室の運営を軌道に乗せ、必要な生徒の受け入れ態勢の充実を図りま

す。

担当課 学校教育課 SDGｓ

実績

計画

日本語初期指導教室の教

育環境の充実 実績

計画

計画

実績
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実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・日本語初期指導を必要とする児童生徒が日本語初期指導教室「きぼう」に入室できるように、教育委員会が

　コーディネーターとなり、手続きを行う。

・日本語初期指導に必要な書籍や教材、多言語翻訳機等の機器を準備し、よりきめ細やかに対応できるように

　教育環境の充実を図る。

　

　令和4年度　希望する児童生徒全員の入室、書籍・教材の購入、多言語翻訳機等の機器購入検討

　令和5年度　希望する児童生徒全員の入室、書籍・教材の購入、機器等購入せず、タブレット端末で対応

　令和6年度　希望する児童生徒全員の入室、書籍・教材の購入

　令和7年度　希望する児童生徒全員の入室、書籍・教材の購入

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

下半期

上半期

下半期

下半期 ほぼ順調

　初入国の児童３名（ブラジル２名、フィリピン１名）に対し、転入手続き時に日

本語初期指導教室「きぼう」を紹介し、希望者全員が入室して指導を受けることが

できた。年間で合計11名の入室希望があり、11名全員が入室して指導を受けること

ができた。多言語翻訳機はタブレット端末で対応できるため、新たに購入しないこ

ととした。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容
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上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

　ブラジルから初入国のため日本語が全くわからない児童１名が新たに転入し、合

計８名が日本語初期指導教室「きぼう」へ入室して指導を受けている。指導に必要

な書籍や教材を購入し、効果的な指導ができるように努めている。



具体的な体制強化の実施

保護者アンケート実施・評

価

・関連する既存の会議として、「新城市教育支援委員会」と「入園支援委員会」がある。教育委員会が実施

している「新城市教育支援委員会」は、新城市教育支援委員会条例に基づき、心身に障がいをもつ児童生徒

への適切な支援を図るために実施しているもので、主に小学校、中学校、特別支援学校への就学に関するこ

とを審議している。また、こども未来課が実施している「入園支援委員会」は、障がいや発達特性が疑われ

る児への適切な入園支援を図るため実施している。

これら共通する参加者で構成される新たな会議体を設立して療育充実に向けた取組みを実施することも考

えられる他、本市における他の会議体についても情報収集しながら、障がい児教育や療育充実のため、より

実効性のある進め方を検討する。

・専門家会議設置の必要性を精査するため、おおぞら園等の療育経験のある保護者にアンケートを実施して

状況の把握を行う。
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実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

既存の会議の利用を含め

て事業の状況調査・整理

会議のあり方についての

方針の協議

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 4 障がい児教育や療育の充実のため、専門家会議設置の必要性を精査します

具体的な

政策内容
専門家会議設置を視野に入れて、保護者の安心につながるよう体制を強化します。

担当課 児童養育支援室・学校教育課 SDGｓ

評価指標（KPI）

①市民満足度調査（１福祉・健康分野　１子育てを応援するためのサービス）

②市民満足度調査（１福祉・健康分野　３障がい者の自立支援や福祉対策）

③保護者アンケート（サービスの満足度）

当初現状値

①76.0％（令和3年度）

②69.9％（令和3年度）

③70.0％（令和4年度）

② ー ー ー ー

③ 70% ー ー ー

③ － ↗ ↗ ↗

① ー ー ー ー

① － － － 80%

② － － － 75%



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 遅延

新城市教育支援委員会を11月に、また、入園支援委員会を1月に開催するよう調整

している。なお、個別に児童や保護者への相談活動を進めているが、ニーズを把握

するための保護者アンケートの実施が遅延している。

下半期 ほぼ順調

　令和4年11月から12月まで、新城市療育体制の充実に向けた保護者アンケート調

査を実施する。ＫＰＩ（サービスの満足度）の現状値を70％と設定する。令和5年

1月12日、「入園支援委員会」における、アンケート調査の結果を踏また意見聴

取。令和5年2月21日、学校教育課及び児童養育支援室による協議。令和5年2月24

日、新城市地域自立支援協議会児童部会における状況報告。令和5年3月8日、学校

教育課及び児童養育支援室による協議。その後、専門家会議のあり方についての考

え方を次のとおりまとめる。

　新たな専門家会議の設置は行わず、既存の新城市地域自立支援協議会の児童部会

を継続して実施し、部会の中で「障がい児教育や療育の充実」に向けて取り組んで

いくこと。また、必要に応じて、こども未来課主催の入園支援委員会の他、学校教

育課主催の教育支援委員会で地域課題として議題に挙げることで、専門家による協

議や助言の場として活用していく。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 50 -



制度案検討

制度決定

予算要求、条例等の制定

奨学制度開始

・市内企業（製造業等）の新卒大学生採用状況などの聞き取り調査をはじめ、大学生への聞き取りや近隣他市

　の状況調査を実施する。

・調査内容を踏まえ、制度の有効性等を検討し基本的な方針を協議した上で制度を決定する。

・奨学金返還支援の制度開始に向け、必要な条例等の整備、運用方法策定、予算計上などを進める。

・奨学金返還支援の制度開始に向け、対象となる方へのPRを実施する。

- 51 -

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

他市の状況調査・整理

基本的な方針の協議

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 5 高等教育機関への進学を目指す生徒に対する奨学金制度の導入に取り組みます

具体的な

政策内容
給付型・貸与型・利子補給型等の各種奨学金制度の導入に向けて取り組みます。

担当課 企画調整課・産業政策課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①奨学金利用学生数

②新しい制度設計の決定、運用

当初現状値
①０人【令和３年度末現在】

②０％【制度設計の進捗率、維持継続】

① ー ー ー ー

② 10% ー ー ー

① 0人 0人 10人 10人

② 50% 100% 100% 100%



評価判定 評価コメント

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

総括

上半期 ほぼ順調

・市内企業への大学生採用状況を聴き取り調査中。

・大学生（就職活動する４年生対象）への就職活動における奨学金

　返還制度の影響について意識調査中。

下半期 やや遅延

・市内企業（29社）へ大学卒業生の求職状況や奨学金返済一部支援についての意向

調査済み。

・就職活動をした大学生が、内定をもらった企業のうち最終的に入社を決断する際

に奨学金返還制度が影響するかの調査を実施し、6％が影響を受ける結果となった。

令和４年度

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 52 -



実績値 年間12時間 ー ー ー

目標値 年間50時間 年間100時間 年間200時間 年間200時間

当初現状値 令和３年度実績：０時間

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI）
Web会議システムを活用した小規模小学校間の交流授業の実施時間数

（R5以降「Web会議システムを活用した学校間の交流授業の実施時間数」に変更）

具体的な

政策内容

ＩＣＴの活用により可能となる、新城の三宝（人・歴史文化・自然）を生かした独自

の教育プログラムの構想を検討します。

担当課 学校教育課 SDGｓ

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 6 新城版ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて取り組みます

鳳来地区３小学校
実績

計画

実績

計画

八名地区２小学校
実績

計画

計画

実績

- 53 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・鳳来地区３校（鳳来寺小、鳳来東小、黄柳川小）および八名地区２校（庭野小、八名小）において、Web会議システム

（Zoom）を活用した交流授業を実施する。

　令和４年度　鳳来地区５・６年生、八名地区１年生で実施

　令和５年度　両地区とも対象学年を拡大

　令和６年度　両地区とも全校で実施

　令和７年度　両地区とも全校で実施

【令和５年度以降に向けての修正案】

鳳来地区３校の小規模校間の交流だけでなく、以下の取り組みを行う

①隣接する中規模校（東陽小、鳳来中部小）と交流授業を行うことで、より多様な考えに触れる機会を設ける。

②三宝を活用した地域学習（社会科、生活科、総合的な学習の時間等）の成果について、他地区（新城、作手）の学校

　と発表し合う場を設ける。

　※ ②については、希望する学校をマッチングするための体制を整える。（CESS回覧板の活用等）

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 遅延

八名地区において２回（２時間）、鳳来地区においては３回（３時間）実施した。

鳳来地区については、小規模校同士だけでなく、中規模校との交流を望む声がある

ため、学校間交流のあり方について検討し、よりよいものに修正していきたい。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 54 -

上半期 やや遅延

実施年度 進捗状況

八名地区においては全学年で１回ずつ計４回（４時間）、６年生の外国語活動にお

いて３回（３時間）実施した。

鳳来地区においては、交流相手校について、現在調整中である。



実績値 ー ー ー ー

目標値 0件 0件 5件 10件

当初現状値 0件

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 就職・移住に係る支援制度の活用件数

具体的な

政策内容

市内企業の情報発信や、企業見学・職場体験ツアーなどを行うとともに、県の移住支

援金制度も活用し、若者の就職支援に力を入れます。

担当課 企画調整課・産業政策課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 4
次世代が夢と希望を持てるまち

【教育・子育て支援を充実させ、次世代の郷土愛を育む】

提案 7 若者の就職支援に力を入れます

新たな支援策の

検討・見直し 実績

計画

実績

計画

予算要求

制度決定

新たな支援策実施

PR

実績

計画

計画

実績
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実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・例年行っている高校生を対象とした企業説明会等を継続実施するとともに、地元企業の情報を市ホームペー

　ジ等を活用して周知する。

・ワーケーション等多様な働き方があるため、創業支援に係わる制度を検討し、予算計上等を進める。

・移住支援金制度について、活用実績が無い。理由の一つとして登録企業数が少ないことから、登録企業数の

　増加に努める。

・定住ポータルサイトやイベント等で就業に関する情報を周知し、ＵＩＪターン（起業者含む）に繋げる。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



総括

評価判定 評価コメント

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期

下半期 順調

・令和5年3月17日に高校生対象の企業説明会を実施。

・新城市雇用創造協議会と連携し、スキルアップセミナーや企業見学会等を実施。

SNS等で情報発信した。

・市移住定住ポータルサイトで就業（「働く」）ページを作成。

・創業支援に係わる新たな補助制度を検討し、予算措置を行った。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 56 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

・令和5年3月に高校生対象の企業説明会開催に向け調整中。

・創業支援に係わる制度について、従来はソフト面の支援だった

　が、ハード面への支援について検討中。

・移住支援金制度の登録企業数が2社追加。



実績値 ー ー ー ー

目標値 0箇所
1箇所

（利用事業体数）

２箇所

（利用事業体数）

４箇所

（利用事業体数）

当初現状値 ０箇所（令和3年度末現在制度なし）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 制度利用事業体数

具体的な

政策内容
森林環境譲与税を活用し、定着促進奨励金の支給を検討します。

担当課 森林課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 1 林業従事者の定着促進と育成に取り組みます

他事例の情報収集・検討

制度案策定 実績

計画

実績

計画

予算要求

制度開始・周知・実施

制度実施

制度検証・見直し

実績

計画

計画

実績
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見直し後制度実施

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・市内事業体へのヒアリング、他制度、先進事例等の情報収集を行いながら、この地域の林業従事者が定住す

るために何を必要としているかニーズを明らかにし、ニーズに合った、事業体を対象とした奨励金制度を検

討、策定する。

・令和5年度には制度の利用を開始する。それに向けた予算の準備、市内事業体への周知などを行う。

・令和6年度には制度が実状に合っているか検証し、必要であれば見直しを行う。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 順調

新城市林業従事者奨励補助金の予算を計上し、補助金交付規則を策定し、５年度実

施の準備を終えた。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 58 -

上半期 順調

実施年度 進捗状況

林業従事者の定着促進の支援事業を行っている先進自治体や、市内の事業体のうち

育成事業体にアンケートを実施し、その回答を元に来年度から実施する奨励金制度

の要綱整備に取りかかり、補助金の予算を計上した。

総括

評価判定 評価コメント



- 59 -

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

作物の研究

試験栽培の実施

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 2 新たな高収益作物の生産に向けた研究をします

具体的な

政策内容
ＪＡや研究機関と共同で、新たな高収益作物の生産に向けた研究をします。

担当課 農業課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①新たな高収益作物の選定数

②試験栽培の実施数

当初現状値
①－

②－

① 0品目 ー ー

① 0品目 0品目 0品目 1品目

② 0回 1回 1回 1回

ー

② 0回 ー ー ー

農業経営モデルの作成

・本市での栽培に適した、所得率の高い作物の生産に向けた研究。

　既に栽培されている作物について、収益向上を見込むことができる作物の栽培方法の研究。

　有効活用されていない農畜産物（未利用資源）の活用についての研究。

・新たな奨励品目として、認定新規就農者となることが可能な農業所得を目標とした経営モデルを作成し、新

規就農者の確保に繋げる。



総括

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

- 60 -

評価判定 評価コメント

上半期 ほぼ順調

　既に栽培されている作物について、収益向上を見込むことができる作物としてブ

ドウをモデル作物として、その栽培方法の研究を開始。

下半期 ほぼ順調

　新規でブドウを栽培するにあたり、課題となる初期投資の軽減や早期成園化の栽

培方法について、関係機関と協力し研究を継続。

令和４年度



- 61 -

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

目標値

実績値

新城ツーリズムの推進

”じてんしゃのまち新城”

の定着

実施内容

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

市長マニフェスト　取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 3
地域資源を生かした新城ツーリズム（食・自然・歴史・スポーツ・健康・温泉）を推

進します

具体的な

政策内容

地域資源のポテンシャルを最大限引き出し、経済効果につながるアクションプランを

実施します。

担当課 観光課 SDGｓ

評価指標（KPI）
①本市への観光入込客数

②本市への宿泊者数

当初現状値
①本市への観光入込客数　年間２４８万人（令和３年度）

②本市への宿泊者数　年間９万人（令和３年度）

① ２２９万人 ー ー

① ２５０万人 ３００万人 ３００万人 ３３０万人

② ９万人 １０万人 １０万人 １１万人

ー

② １０万人 ー ー ー

持続可能な観光イベント

の実施

観光プロモーション活動

と多様な情報発信

武将観光の推進

地域プロジェクトマネー

ジャー・協力隊の活用

・地域資源をつなぎ合わせたガイドツアーの開発や地域住民と連携した第１次産業の体験型商品の開発

・令和８年開催の「第２０回アジア競技大会」自転車ロードレースを見据えた環境整備

・新城さくらまつり、長篠合戦のぼりまつり、新城納涼花火大会、鳳来寺山もみじまつりの実施と持続的なイ

　ベント運営方法の検討

・ラリージャパン、新城ラリー、AACAカップ、フォトロゲイニング等スポーツイベントの継続的な実施

・徳川家康をテーマとした武将観光の推進と広域連携



総括

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

令和５年度

令和６年度

令和７年度

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

- 62 -

評価判定 評価コメント

上半期 ほぼ順調

サイクルツーリズムにおいては地域プロジェクトマネージャーによりプロロード

レースチームと連携したイベント等の開催を行った。

既存観光イベントも従前のとおり開催をしている。

武将観光（家康）については愛知県、東三河、岡崎市及び浜松市とも連携したプロ

ジェクトも計画されている。

下半期 ほぼ順調

観光イベントでは従前の形で「鳳来寺山もみじまつり」を開催した。

また、スポーツツーリズムにおいては11月に「ラリージャパン」の初開催、3月に

は4年ぶりの有観客の開催となった「新城ラリー2023」、「OSJ新城トレイルレー

ス」等、本市に賑わいをもたらした。

また、大河ドラマの放映に備え、「家康ゆかりの地」のぼり旗を作成し武将観光の

きっかけとなる取組を行った。

令和４年度



実績値
9社

（14人）
ー ー ー

目標値 ー 1社 2社 2社

当初現状値 ー

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） テレワーク（ワ―ケーション）取り組み事業者数

具体的な

政策内容
テレワークやワーケーションを誘致することにより、地域経済の振興につなげます。

担当課 産業政策課・観光課 SDGｓ 9

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 4 中山間地における企業のテレワークやワーケーションを誘致します

基礎調査
実績

計画

実績

計画

R5予算化、支援制度検討

試行

施設整備

事業実施

実績

計画

計画

実績

- 63 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・ホテル、旅館事業者へニーズ調査、希望調査の実施。

・テレワーク、ワーケーションを検討している企業への要望ヒアリングの実施。

・調査等を基にした支援策の検討。

・市への呼び込み企画として、お試しワーケーションに対する宿泊費補助を１年度限定で実施。

・ホテル、旅館事業者の施設改修への支援を実施。

・公共施設でのテレワーク、ワーケーション活用の可能性を検討。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 ほぼ順調

11月に開催したモニターツアーによるワーケーションプログラムを実施し、アン

ケート調査を実施した。

本市における「自然環境」や「体験プログラム」については一定の評価を得たもの

の、やまびこの丘における「インフラ環境」や「設備面」の改善要望など、受け入

れに際しての課題を明らかにすることができた。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 64 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

研修型ワーケーションモデルの企画を行い、厚生労働省の地域雇用活性化推進事業

において、11月18～19日にやまびこの丘でモニターツアーを開催予定。

総括

評価判定 評価コメント



実績値 94% ー ー ー

目標値 100% 100% 100% 100%

当初現状値 100%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI）
指名競争入札案件で当該業種を希望する業者が市内にある場合、指名業者の中に当該

市内業者を含める率

具体的な

政策内容
地元事業の応援と市内経済の活性化のため、発注業務は地元事業者を優先します。

担当課 財政課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 5 発注や契約において地元事業者を優先します

他市の状況調査・整理
実績

計画

実績

計画

条例案、基準案検討

公契約条例制定

随意契約案件地元事業者

優先発注の徹底

実績

計画

計画

実績

- 65 -

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

・現在も可能な限り指名業者の中に市内事業者を含める取組みを実施しており、今後も継続して取

り組んでいく。（100％の継続）

・予算根拠資料とするための見積徴取については、できる限り市内事業者から徴取するよう全庁各

課（室）へ周知を行う。

・公契約条例の制定を目指し、公共調達における地元企業優先発注についても基準を明らかにする

ことで本市における地元事業者優先発注、市内事業者育成の取り組みをPRする。

・条例及び発注基準を運用することで、各課が独自に契約している案件についても地元事業者優先

発注を徹底させるよう取り組む。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 順調

他市の公契約条例の制定状況及び、公契約条例に関する情報を収集することがで

き、市内事業者の一部ではあるが公契約条例に対する反応をヒアリングすることが

できた。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 66 -

上半期 順調

実施年度 進捗状況

７市契約事務担当者会議（東三河5市＋岡崎市、湖西市）も3年ぶりに開催され、近

隣他市の動向を掴むことができた。また、指名競争入札の業者選定では地元業者の

受注機会の増大を意識して実施することができている。

総括

評価判定 評価コメント



実績値 5% ー ー ー

目標値 5% 25% 55% 75%

当初現状値 0%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI）
スマートインターチェンジの早期供用開始を目指す。

周辺地域の振興策の取組み推進。

具体的な

政策内容

スマートインターチェンジを新たな交流・交通の玄関口と位置づけ、周辺地域の振興

策に取り組みます。

担当課 道路政策推進室・市民自治推進課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 6 スマートインターチェンジの早期供用と周辺地域の振興策に取り組みます

スマートIC

　調査・設計 実績

計画

実績

計画

スマートIC

　用地買収・物件補償

スマートIC

　工事

地域振興策

　意見の集約

地域振興策

　庁内検討・まとめ

実績

計画

計画

実績

- 67 -

地域振興策

　取組み推進

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

【スマートICの早期供用】

　共同事業者の豊橋市及び中日本高速道路(株)東京支社と連絡を密にし、協定書締結による相互の役割分担と協力体制を確

立。

　設計及び工事は、中日本高速道路(株)東京支社が行う。本市の費用負担範囲は、スマートIC 上り線料金所から現道まで。

【地域振興策の取組み推進】

　・振興策について、地域の意見を聴く。また、豊橋市と情報共有。

　・振興策を検討するため、庁内プロジェクトチームを発足。

　・地域意見及び振興策案について、関係部署において、実現性、法的担保、効果等を検討。

　・関係部署による取組み推進。

※目標値については、本市が負担するスマートIC総事業費(予定)に対しての各年度末実行額(予定)の割合にて算出。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 ほぼ順調

　スマ－トIC工事の実施に向け、詳細設計・用地測量を完了した。

　周辺振興策は、庁内若手職員で構成するプロジェクト会議を６回（全体会議４

回、班会議2回）開催し、Ｒ５年３月に｢周辺地域振興策検討概要（報告書）｣を作

成。また、Ｒ５年２月27日に八名地域協議会より、市へ｢周辺振興策についての提案

書｣を提出。

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 68 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

　スマ－トICの詳細設計については、共同事業者のNEXCOと豊橋市と連携して具体

的な内容を協議し順次決定している。

　振興策については、庁内若手職員で構成するプロジェクトチームを立上げ、これ

まで2回(7月26日と9月21日)会議を開催し候補案について検討している。また、八名

地域協議会において、市へ提言する振興策案を検討している。

総括

評価判定 評価コメント



実績値 5% ー ー ー

目標値 5% 15% 30% 70%

当初現状値 0%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

評価指標（KPI） 新城IC企業団地２期事業の計画策定、造成工事を実施し分譲を完了する。

具体的な

政策内容

地区計画策定や事業化スケジュールを明確にし、企業誘致等による地域の振興策につ

なげます。

担当課 用地開発課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 7 八束穂の事業用地利用計画の道筋を示します

基本計画策定
実績

計画

実績

計画

地区計画策定・決定

詳細設計・用地買収

事前協議・開発許可申請

造成工事

実績

計画

計画

実績

- 69 -

広告

分譲

実施内容

実施内容

に対応す

る具体的

な内容

【令和４年度】

　事業用地(旧養鶏場跡地及び三遠南信自動車道建設残土処理用地)を含めた周辺区域について現況調査を行い

基本計画を策定します。具体的には、概略設計の実施、概算事業費の算出、事業主体の決定など、開発シナリ

オを検討する。地区計画策定協議。

【令和５年度】

地区計画策定、開発許可申請事前協議、実施設計(詳細)業務委託

【令和６年度以降】

用地買収（R5からR6へ実施年度を変更）、広告開始（R5からR6へ実施年度を変更）、開発許可申請（R6）

造成工事（R7～R8）、分譲開始（R6）、分譲完了（R8)

※目標値については総事業費（想定）に対しての各年度末までの実行予算（想定）の割合にて算出。

実績

計画

実績

計画

実績

計画



下半期

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期

上半期

下半期

下半期 ほぼ順調

・政策検討会議（１０月）…事業規模の検討

・市政経営会議（１１月）…事業規模の決定

・基本計画策定完了（３月）

・地区計画策定業務委託契約（３月）

上半期

下半期

実績・実施した取組内容

- 70 -

上半期 ほぼ順調

実施年度 進捗状況

・基本計画策定業務委託契約（５月）

・庁内関係課長打合せ（５月）…事業経過、今後のスケジュール

・企業庁打合せ（６月）…企業庁への開発調整

総括

評価判定 評価コメント



実施内容

に対応す

る具体的

な内容

　一般家屋や企業社屋等への再生可能エネルギー発電設備の設置を推進するため、国・県・市が行っている既

存補助制度の活用方法をHP等で周知していく。また、他の都道府県や市町村が独自で行っている補助制度の調

査を行い、本市において再生可能エネルギー発電設備の設置を加速させることを目的とした新たな補助制度を

令和６年度から令和７年度までの時限補助として構築し、再生可能エネルギーの普及を促進する。

調査・研究等

支援策の検討

支援策の実施

実績

計画

実績

- 71 -

計画

実績

評価指標（KPI） 再生可能エネルギーの推進による年間CO2削減量（千ｔ-CO2/年）

当初現状値 ー10.5【令和３年度末】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

担当課 環境政策課・産業政策課・森林課 SDGｓ

市長マニフェスト取組状況報告書

目標 5
人が集まる元気なまち

【地域資源を最大限生かし、まちの活力につなげる】

提案 8 再生可能エネルギーの普及を推進し、エネルギーの地産地消を進めます

具体的な

政策内容

太陽光発電設備の設置、企業の再エネ推進と社用車のＥＶ化、バイオマスエネルギー

の活用、ゼロエネハウス導入促進に取り組みます。

千ｔ-CO2/年 千ｔ-CO2/年

実績

実施内容

計画

実績

計画

実績

計画

実績

計画

千ｔ-CO2/年 千ｔ-CO2/年

千ｔ-CO2/年 千ｔ-CO2/年 千ｔ-CO2/年 千ｔ-CO2/年

計画

目標値
ー13.5 ー16.5 ー19.5 ー22.5

実績値
ー13.7 ー ー ー

既存補助制度の活用の推

進



令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

上半期 順調

市HPなどを活用し、市民へ周知したことにより、住宅用地球温暖化対策設備促進補

助金の本年度分は交付済みであるとともに、他の事例を参考に新たな補助金の検討

を開始している。また、民間事業者が間伐材等の未利用材などを活用した木質バイ

オマス発電所の設置を検討していることから、事業開始に向けて各種手続きなどの

助言をしている。

実施年度 進捗状況 実績・実施した取組内容

- 72 -

下半期 順調

電気自動車等や充放電する設備を新たに設置し、災害時に地域への協力を行う事業

者に対して、補助を行うため、新たな補助金を予算化。今後は、一般家屋のZEH導

入への促進に向けた検討を行っていく。

上半期

下半期

上半期

下半期

上半期

下半期

総括

評価判定 評価コメント



新城市

報道機関発表資料

令和 ５年 ６月２９日

カーボンニュートラルの実現やＳＤＧｓの掲げる持続可能な地域づくりを目

指すため、民間事業者（Terra Motors 株式会社）との協定を締結します。今後、

この協定に基づき、協力して公共施設への電気自動車充電器を設置していきま

す。

記

１ 締結式日時 令和５年７月３日（月）午前１０時～午前１０時３０分

２ 場所 新城市役所本庁舎政策会議室（ＷＥＢ会議）

３ 締結事業者 Terra Mortors 株式会社

東京都港区新橋２丁目１６番１号

インドなどアジア地域を中心に e-mobility（電動２輪車、

電動３輪車）を販売。国内においては初期費用、ランニン

グコスト 0円 EV 充電インフラサービス「Terra Charge

（テラチャージ）」を提供。

４ 協定の内容

⑴ クリーンエネルギー自動車の普及促進に関すること。

⑵ 次世代を中心とした環境問題への意識啓発に関すること。

⑶ 地域防災力の向上に関すること。

⑷ 観光及び産業の振興に関すること。

⑸ 地域の魅力向上に関すること。

⑹ その他、持続可能な地域づくりに関すること。

新城市と Terra Motors 株式会社との包括連携協定の締結式について

【問合せ先】

市民協働部環境政策課 課長：浅井直樹

電話：（0536）23-7690
FAX：（0536）23-7047
E メール：e-seisaku@city.shinshiro.lg.jp



© 2021 Terra Motors Corporation All rights reserved. 

EV充電サービス

Terra Charge

事業者提案資料





EVユーザー様

■ 充電料金:１時間 200円

設置オーナー様

■ 月額使用料：無料
※電気代相当の還元あり

【パナソニックのコンセントをIOT化TerraChargeへ】

【３kWコンセントタイプ】



① 350×350の開口部を作る

② 底部を砂利等で固める

③ コンクリートの型
 　ブロックを設置する

【３kWコンセントタイプ】



充電設備本体を設置しますので、

EVユーザーさまがお持ちの⾞載充電ケーブルを使って充電いただきます。

充電設備本体 　車載充電ケーブル(Mode2)
200V 16Aの充電ケーブル 

EV･PHEV購⼊時に付属しています

※メーカーオプション（別売）の場合あり

EV･PHEV

【３kWコンセントタイプ】



愛知県新城市

1【新城市役所】

EV充電サービス
TerraCharge設置案



愛知県新城市

2【地域文化広場】

EV充電サービス
TerraCharge設置案



愛知県新城市

3【鳳来総合支所】

EV充電サービス
TerraCharge設置案



愛知県新城市

4【作手総合支所】

EV充電サービス
TerraCharge設置案



愛知県新城市

5【鬼久保ふれあい広場】

EV充電サービス
TerraCharge設置案





駐車場入り口に

両面案内板が設置されます。



新城市

報道機関発表資料

令和５年６月２９日

２００４年から２０年続けて開催してきました「新城ラリー」について、競技

主催者から６月１３日に申し出があり、２０２３年３月に開催した「新城ラリー

２０２３」をもって歴史に幕を下ろすこととなりました。

主な理由は以下のとおりです。

・１０km以上の SSをこれ以上新城市内で確保できない事

・メイン会場である新城総合公園のキャパシティが不足しているが代替地が新

城市内にない事

以上のことから、継続は困難と判断し新城市以外の新たな地域でゼロか

ら再スタートさせるという結論に至ったため。

新城ラリーの閉幕について

【問合せ先】

産業振興部観光課 課長：横山 担当：松井

電話：0536-23-7613

FAX：0536-23-7047

E メール：kankou@city.shinshiro.lg.jp



新城市

報道機関発表資料

令和 ５年 ６月 ２９日

将来の結婚・子育てに希望を持てない若者が増えています。プレコンセプショ

ンケアとは「妊娠前の健康管理」のこと。若い世代の男女が将来、より健康で健

全な生活を送るために、知っていただきたい内容です。

＊昨年度、若者議会で提案された「目指せ well-being！プレコンで明るい未

来を作ろう事業」計画のうちの一つです。

記

１ 日時 令和 5年 8月 6日（日） 13:00 から 15:00（受付：12:30 より）

２ 場所 新城市役所 4階会議室

３ 参加者 高校生から 25 歳までの男女

４ 講座名 プレコンセプション講座

５ 目的 若い世代の男女が「妊娠前の健康管理」について学ぶことで、将来

健康で健全な生活を送ることができる。

６ 内容 妊娠・出産・育児について学びながら、ライフデザインを一緒に考

えましょう（体験・ワークあり）。

７ 問い合わせ・申し込み

しんしろ助産所、締め切り：8月 1日（火）

（電話：32-1050、月～金曜日の 8:00 から 16:30）

プレコンセプションケア（妊娠前の健康管理）講座

～ライフデザインを一緒に考えませんか～

【問合せ先】

健康福祉部 しんしろ助産所長：松山 担当：松山、小笠原

電話：0536-32-1050

FAX：0536-32-1040

E メール：josan@city.shinshiro.lg.jp



13：00〜15：00予定［開場12：30］

新城市役所 4F 会議室
〒441-1392 愛知県新城市字東入船115

妊娠・出産・育児の話中心にライフプランを
考えましょう。
体験・ワークあり

2023年8月1日（火）
＊事前のお申し込みが必要です。

15歳（高校生）～25歳までの方

しんしろ助産所 助産師

[定員20名]

0536-32-1050
josan@city.shinshiro.lg.jp

2023年

HP

申し込みはコチラ
もしくはお電話で

©新城市若者議会
マスコットキャラクター 

わきゃっぴ

プレコンセプションケアとは、将来の幸せな妊娠・出産のために、女性
だけでなく男性も一緒に自分たちの将来に向き合うことをいいます。

定員数になり次第、申込を締め切らせてい
ただきます。あらかじめご了承ください。

8 6
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〒441-1392 愛知県新城市字東入船115　新城市役所4F 会議室

８/6 日　13：00〜15：00予定［開場12：30］

2023年

〒441－1634 新城市長篠字日焼9番地2

T E L 0536-32-1050 E-Mail josan@city.shinshiro.lg.jp H P

会場

日時

在日本では、計画外の妊娠出産や、逆に妊娠したいときにでき

ないなどで、健康や将来に不安を抱えている人が多くいます。

また、自分かパートナーが妊娠や出産をするかしないかにか

かわらず、キャリアと健康、幸せを両立し、次の世代の健康と幸せをつな

ぐ役割を担っています。

このプログラムで、将来への課題や正しい知識を学びながら助産師と一緒

にライフデザインを考えてみましょう。

第１〜第３駐車場をご利用ください



しんしろ助産所

×

～しんしろ助産所でできること～

01

相談 健康 赤ちゃん

開所日・時間

連絡先

住所・アクセス

josan@city .sh insh iro . lg . jp

プレコンセプションケアって

第8期
その悩み、助産師に相談してみよう

に

©新 城 市 若 者 議 会
マスコットキャラクター わきゃっぴ

将来の自分自身の幸せのために

0302

思春期相談、性教育
育児相談、更年期相談
など

妊産婦健康教室、
産後ケア、乳房ケア
など

新生児訪問、もく浴、
ベビーマッサージ
など

月曜日～金曜日、第3日曜日　8:00～16:45(受付は16:30まで)
※祝日・年末年始を除く

0536-32-1050

新城市長篠字日焼9-2　『児童館 たんぽぽ』横

車　　国道151号線　長篠交差点を北へ約400m

電車　JR飯田線「本長篠駅」から徒歩7分

バス　豊鉄バス田口新城線「長篠こども園バス停」から徒歩1分

車　　国道151号線　長篠交差点を北へ約400m

電車　JR飯田線「本長篠駅」から徒歩7分

バス　豊鉄バス田口新城線「長篠こども園バス停」から徒歩1分

若者議会の思い

将来結婚したい、子どもがほしい、キャリアを
追求したい。人それぞれ思い描くものがあると
思います。一人でも多くの若者が性教育に触
れ、自分・大切な人を守ることを知り、選択肢を
広げ、将来の自分自身が幸せになるための一歩
を踏み出すことができることを願っています。

コンセプションは「受精・懐妊」を
意味します。
つまりプレコンセプションケアとは、
将来の幸せな妊娠・出産のために、
女性だけでなく男性も一緒に自分
たちの将来に向きあうことをいい
ます。

しんしろ
助 産 所

151

257

257

鳳来寺山
至 鳳来寺山
　 パークウェイ

長篠郵便局

至 東栄町至 豊川市
カーマ

ローソン

長篠城址JR飯田線

長篠こども園
児童館たんぽぽ

鳳来中学校

鳳来支所

河津さくら並木ふれあい
パーク鳳来 育

育

文 ココ

本長篠



定期的な運動

アルコール

カフェイン

禁煙

避妊具は大きく分けて3つ
コンドーム

01

02

03

04

POINT自分のこと、大事なひとのこと
し っ て た

＆

性感染症

ピル
子宮内避妊具

性感染症のリスク
を減らせるのは
コンドーム

仕事との両立のために
産前産後休暇／産前産後の通院休暇／育児休業制度／
短時間勤務制度／ファミリーサポートなど

妊娠・出産・育児に関する助成
妊婦健康診査受診票／出産育児一時金／出産手当金／
出産費用貸付制度／児童手当金／育児休業給付金／
子ども医療費助成／未熟児養育医療給付／
小児慢性特定疾患医療費支給など

その他
産科医療補償制度、ひとり親家庭への支援など

（今は）育てられないとき
養子縁組、特別養子縁組、児童相談所一時保護施設、
乳児院など

子育てに関する支援制度

0円

50万円

100万円

150万円

200万円
￥

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳

93
万円

104
万円

111
万円

153
万円

161
万円

（小 1）（小 2）（小 3）（小 4）（小 5）（小 6）（中 1）（中 2）（中 3）
※内閣府政策統括官「インターネットによる子育て費用に関する調査報告書（平成22年3月）より

娠・出産にかかるコストと助成妊

基本的には子どの
年齢と共に上がって
いっているね

0歳～2歳
年間18万円
3歳～中3
年間12万円

（一人当たり）

児童手当 子ども
医療費助成

中学校3年生まで

＊自己負担額
   実質0円

家庭の負担を
軽減する代表的
なものとして、

児童手当や
子ども医療費助成

などがあります。

自分のために、大事なひとのために

1

2

3

齢別にみた
年間子育て費用額

必要なコスト 助成されるもの

妊婦健康診査

出産費用

14 回程度

45 万円
（令和2年度全国平均）

14 回分

50 万円
（出産育児一時金）

年

ここに載っているものは目安として参考にしてください。
制度などについて詳しく知りたい方は市役所で聞いてみましょう。

新城市子育て世代包括支援センター

妊娠・出産・育児に関する各種相談内 容

連 絡 先 市役所本庁舎1階7番窓口
0536-22-9918
kosodate@city.shinshiro.lg.jp

相 談 日 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
8:30～17:15

相談方法 来庁、電話、メール、訪問など

思春期・FP相談LINE（ライン）

月曜日～金曜日
10:00～16:00

受付日時

身体・妊娠・避妊・性暴力などについて

相談窓口

内 容

のとりすぎ

注 意

（妊婦検査受診票）

（祝祭日を除く）

LINE友達追加
はこちらから

★

★18歳までは入院も助成あり

“キャリア”と
“子ども”

どちらも大切な
あなたへ

男性も知って
スマートに
“生理”のこと

男性の精子は毎日作られるのに対し
て、女性の卵子は年齢を重ねるごとに

減っていきます

女性の妊娠率は35歳頃から大きく
下がり、37歳には卵子の減少のス

ピードが早まります

生理痛の程度は人によって違う

生理痛の強さや経血量は

日によって違う

生理の話題はデリカシーを持って

今日からできる
カラダを守る
３つの“意識”

気をつけよう
“性感染症”と
“避妊具”

性器クラミジア感染症、淋菌感染症、
尖圭コンジローマ、性器ヘルペス、
梅毒、トリコモナス　など

中学校3年生まで
の子どもの保険診
療による自己負担
額分を助成

妊娠・出産に必要なお金は地域や場所によっても変わるから、助成の額よりコストの方が高くなることが多いワカ

ひとり親などの家庭状況や経済

状況によっても、助成制度や各種

費用の減免制度などがあるﾜｶ



新城市

報道機関発表資料

令和５年６月２９日

第１２回ニューキャッスル・アライアンス会議の参加者が決定しましたので

お知らせします。

記

１ 参加者（公募）

ユース枠：１０名応募あり、うち２名を選出。

・渡邉 里奈（新城市豊島 ２１歳※６月１８日時点）

・山下 優輝（新城市富沢 １７歳※６月１８日時点）

一般枠：7名応募あり、うち 1名を選出。
・今泉 太希（新城市石田 ３７歳※６月１８日時点）

２ 派遣期間

令和５年１０月１１日（水）から１０月１９日（木）まで（９日間）（予定）

（開催期間：令和５年１０月１２日（木）から令和５年１０月１７日（火）

まで（現地時間））

３ 派遣都市

ノヴェ・フラディ（チェコ共和国）

４ 会議の開催地について

当初はノヴェ・フラディ（チェコ共和国）とノヴェ・ザムキー（スロバキア

共和国）で開催を予定していましたが、ノヴェ・フラディ（チェコ共和国）の

みでの開催に変更となります。

なお、開催期間に変更はありません。

第１２回ニューキャッスル・アライアンス会議の参加者について

【問合せ先】

市民協働部市民自治推進課 課長：牧野賢二 担当：森谷・伊豫田・青木

電 話：0536-23-7697

ＦＡＸ：0536-23-2002

E メール：shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp



新　城　市　長　日　程　予　定　表 新城市

作成現在日：

日 曜日 行　　　　　　　　　　　　　　　事

1 土

2 日

3 月 9 ： 00 令和4年度決算審査の開始 新城 東庁舎 監査委員事務局会議室

10 ： 00 TerraMotors㈱との包括連携協定締結式 新城 本庁舎 政策会議室

14 ： 00 一般国道151号（飯田～豊橋）改良促進期成同盟会総会 新城 市民センターほうらい 集会室

4 火 13 ： 00 東三河市町村長会議 豊橋 豊橋市役所 政策会議室

15 ： 00 東三河縦貫道路建設促進期成同盟会要望活動 豊橋 愛知県東三河総合庁舎 2階大会議室

16 ： 00 国道151号一宮バイパス建設促進期成同盟会要望活動 豊橋 愛知県東三河総合庁舎 2階大会議室

5 水 12 ： 00 五日会 新城 本庁舎 4階会議室

6 木 10 ： 30 三遠南信道路建設促進期成同盟会令和5年度通常総会 東京 都道府県会館 101大会議室

7 金 11 ： 00 第12回中部環境先進5市サミットin掛川 掛川 掛川市役所他

8 土 13 ： 30 第30回JA愛知東年金友の会通常総会 新城 新城文化会館 大ホール

9 日 12 ： 30 愛知県文化協会連合会東三河部芸能大会 蒲郡 蒲郡市民会館 中ホール

10 月 10 ： 00 三遠南信道路建設促進期成同盟会中部地方整備局要望 名古屋 中部地方整備局

13 ： 00 市政経営会議 新城 本庁舎 政策会議室

11 火 14 ： 00 愛知県治水砂防協会定例理事会・通常総会 名古屋 アイリス愛知 2階コスモス

12 水 14 ： 00 暴力追放新城市民会議　理事会 新城 新城文化会館 304会議室

14 ： 40 暴力追放新城市民会議　通常総会 新城 新城文化会館 301講習室

13 木 14 ： 00 東三河縦貫道路建設促進期成同盟会　要望活動 名古屋 中部地方整備局 局長中会議室

14 金

15 土

16 日 10 ： 30 愛知県立新城有教館高等学校作手校舎同窓会総会 新城 新城有教館高等学校 作手校舎体育館

13 ： 00 新城市老人クラブ連合会安全・安心推進総決起大会 新城 新城文化会館 小ホール

17 月

18 火

19 水 10 ： 00 県・市懇談会 名古屋 アイリス愛知 2階コスモス

20 木 9 ： 00 市政経営会議 新城 本庁舎 政策会議室

21 金 10 ： 00 農業振興対策室運営委員会 新城 本庁舎 政策会議室

14 ： 30 第1回新城市青少年問題協議会 新城 本庁舎 4-3会議室

18 ： 00 第1回新城市総合計画審議会 新城 本庁舎 政策会議室

22 土 13 ： 30 第7回新城市平和祈念式典 新城 新城文化会館 小ホール

23 日

24 月 9 ： 00 議員定例報告会 新城 東庁舎 委員会室

10 ： 30 定例記者懇談会 新城 本庁舎 政策会議室

15 ： 30 2023年度「新城市作手B&G海洋センター修繕助成」決定書授与式 新城 本庁舎 政策会議室

25 火

26 水 16 ： 30 鳥獣慰霊祭 新城 桜淵公園内 鳥獣慰霊碑前

17 ： 00 新城市猟友会　総会 新城 新城観光ホテル

18 ： 00 新城市猟友会　懇親会 新城 新城観光ホテル

27 木 9 ： 00 部長会議 新城 本庁舎 政策会議室

28 金 15 ： 00 全国山村振興連盟愛知県支部山村問題懇談会 設楽 つぐグリーンプラザ

17 ： 30 全国山村振興連盟愛知県支部山村問題懇談会懇親会 設楽 みのや旅館

29 土

30 日 13 ： 00 しんしろ男女共同参画フォーラム 新城 新城文化会館 展示室

31 月

令和5年 7月

令和5年6月23日

時　　間 場　　　　　所


